
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府は令和6（2024）年度に始める少子化対策で、雇用

保険の対象者を広げる方針を明らかにしました（今年6月

に政府が閣議決定する「経済財政運営と改革の基本方

針（骨太の方針）」に開始時期とともに盛り込む見通し）。 

 

現在、雇用保険は週の労働時間が20時間以上で31日

以上の雇用見込みがある人を加入対象としています。

（令和4（2022）年で、週の労働時間が週20時間未満の

人は約700万人。役員を除く全雇用者の13％） 

週の労働時間15時間以上に加入対象を広げた場合、

新たに約300万人が適用となり、週の労働時間10時間

以上の場合は、約500万人が適用となる見込みとのこと

です。 

制度の概要が固まるのは2024年から2025年頃とのことで 

企業としては人員配置の検討等が必要となります。 

 

 

 

 

今春はウクライナ侵攻に伴う物価高、人材採用難

に伴う初任給の上昇などを受け、歴史的な賃上げ

の春となりました。経団連「2023年春季労使交渉・

大手企業業種別回答状況（集計可能な15業種98

社の結果」」によると、回答・妥結額の総平均は

13,110円（3.91％）となり、昨年の7,794円（2.35％）

から大幅に増加しています。業種別では、製造業

は12,714円（3.88％）、非製造業は14,634円

（4.02％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業では令和4（2022）年 4月から職場のパワハラ

防止対策が義務化され、多くの企業でハラスメント防止

対策に一層取り組んでいるところと思われます。 

 

実際にハラスメント事案が発生した場合の対応につい

ては、最も悩ましいところです。東京都産業労働局

「職場のハラスメント防止への取組等企業における男

女の雇用管理に関する調査」によれば、従業員が相

談した際の職場の対応は「被害者へのヒアリング」の

割合が多く、行為者への処分としては、「けん責（口頭

又は文書での注意等）」が 62.5％で最多、次いで「配

置転換」29.4％、「出勤停止」11.3％、「降格」11.0％

が続いています。 

 

一方、被害者への対応は、「加害者を配置転換させる

等当事者間を引き離すよう人事上の配慮をした」が 

58.6％で最多、「被害者の精神的なショックが大きか

ったため、メンタルケアを行った」28.8％、「加害者から

被害者への謝罪をあっせんした」25.2％となっていま

す。 

 

ハラスメント事案が発生し、当事者や第三者への事実

確認のヒアリングを行ったものの、判断に迷うというケー

スは少なくありません。その後の対応がさらなるトラブル

を生む可能性もあるため、企業としては、状況を踏まえ

何が適切な対応となるのかについて検討していく必要

があります。 
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雇用保険拡大、2028年度までに ハラスメントが起きたときの職場の対応 

大手企業の 2023 年賃上げの平均は

3.91％ 



 

 

 

 

令和 5（2023）年 5月 23日、厚労省は令和４年労働災害

発生状況を取りまとめ、公表しました。 

 

●死亡者数は過去最少、休業４日以上の死傷者数は 

過去 20年で最多 

令和４（2022）年１月から 12 月までの新型コロナウイルス

感染症への罹患によるものを除いた労働災害による死

亡者数は 774 人（前年比４人減）と過去最少となりました。

一方、休業４日以上の死傷者数は 132,355 人（前年比

1,769 人増）と過去 20年で最多となっています。 

 

【休業 4日以上の死傷者数】 

 
●事故の類型 

死傷者数が最も多いのは「転倒」で 35,295 人（前年比

1,623 人・4.8％増）、腰痛等の「動作の反動・無理な動

作」が 20,879 人（前年比 103 人・0.50％増）と、あわせて

全体の４割を超えています。 

全国安全週間（７月１日～7 日）、準備月間（6 月 1 日～

30 日）では、厚労省および都道府県労働局から事業場、

関係業界団体等に対して、積極的な労働災害防止活動

の実施を働きかけるとのことです。 

 

 

 

毎年恒例の『サラっと一句！わたしの川柳コンクー

ル』のベスト 10が第一生命より発表されました。 

以下、ご紹介させていただきます。 

 

 

令和４年の労働災害発生状況を公表 

－ベスト１０－ 

1. また値上げ 節約生活 もう音上げ 

2. ヤクルト1000 探し疲れて よく寝れる 

3. 店員が 手とり足とり セルフレジ 

4. 下腹に 脂肪が集合 「密ですよ」 

5. サイフより スマホ忘れが 致命傷 

6. 「キレイです」 褒めてくれたの レントゲン 

7. パスワード つぶやきながら 入れる父 

8. 送料を 無料にするため ムダ使い 

9. オミクロン 家族全員 株主に！！ 

10. 熱が出て はじめて個室 もらう父 

－その他－ 

◆運動会 マスクでわからず 他人撮る 

◆「あれやって」 言われてやると 「なぜやった」 

◆現金か ペイペイですか おままごと 

◆メタバース 四番打者かと 孫に聞く 

◆ひと言が 多い家内と 足りぬ僕 

◆淡い恋 夢が破れる ノーマスク 

◆ワクチンと 村上打って 熱上がる 

◆好きだった 敬老会で 言われても 

◆動画から 抜け出た孫を やっと抱く 

◆入社して 出社したのは 三年後 

◆アクリル板 部下との距離も 半透明 

◆キャッシュレス お札の偉人 誰だっけ？ 

◆仕事より ダメ出し食らう 育児家事 

◆久々の 出社に尊敬 過去の俺 

◆重要な 指示を居間から 出す時代 

 

『サラっと一句！わたしの川柳コンク
ール』のベスト10が発表されました 
発表されました 

 


